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は じめ に

荻原(19 99) で は従属接続詞 w h e n の 用法を以下の 4 タイ

プ に分け, そ の違 い を説明するに は, 談話 モ ダリ テ ィ へ の言

及が不可避で ある ことを主張した｡

(1) a . W h e n l w a s 1 0 y e a r s old , m y f a t h e r di e d .

b . M y f a t h e r di e d w h e n l w a s 10 y e a r s o ld .

( 2) a . I w a s p l a y i n g t h e p i a n o , w h e n t b e r e w a s a k n o c k

a t t h e d o o r . ( Q u i r k , e t a l . 19 85)

b . ‡I e w a s w alki n g d o w n th e s t r e e t li s t e n i n g t o

m u sic o n his h e a d s e t w h e n a c a r hit hi m .

(Q ui r k , e t al . ib id .)

(1) はw h e n 節で述 べ られ て い る状況 ･ 出来事が, 主節 で述

べ られ て い る状況 ･ 出来事の生じる時を指定する場合で , 二

つ の 状況はある時点で は同時に生じ て い る の で こ の w h e n

( 節) を ｢ 同時用法｣ と呼ぶ こ とが で きる｡ w h e n 節が主節

の前に来る場合 (1 . a ) を 同時用法 w h e n 節前置型, 後 に来る

場合 (1 .b) を 同時用法 w h e n 節後置型と呼び区別するこ と

にする｡

こ れ に対し (2) は w h e n 節 で述 べ られ て い る状況 ･ 出来

事が , 主節で述 べ られ て い る状況 ･ 出来事より後に ( ほ ぼ連

続し て) 生じて い るの で こ の w b e n ( 節) を ｢ 継続用法｣ と

呼ぶ こ とが可能で ある｡ 継続用法で は w h e n の 前 に コ ン マ

が ある場合 (2 . a) と な い場合 (2 .b) が あ り, 前者を継続用法

コ ン マ 型
, 後者を継続用法無 コ ン マ 型, と それぞれ呼ぶ こと

にする｡

こ れ ら の 4 タ イプ の 違 い はおお よ そ 次の よう に まとめ ら

れる｡

(3) w b e n 節が主節の後に生じる場合, 同時用法で はそれ は

モ ダリ テ ィ を含まな い, 純粋に主節の動詞句に含まれる命

題成分で あり, 継続用法で はそれは モ ダリ テ ィ を含む独立

節で ある｡

(4) 同時用法の w h e n 節前置型と継続用法の w h e n 節 は,

モ ダリ テ ィ を含むと いう点で同じ で あり, その 役割は, 堤

面 の転換と いう形で , 前 の文 (文脈) と の つ な がりを確保

すること である｡ ただ し, 前者 の場合は, 現在 の場面を
一

度閉じて新た に別の場面を開く の に対し, 後者の場合は,

今 ある場面を閉じずに , 新 しい場面を開く ,
と い う違 いが

ある｡

(5) 継続用法で は w h e n の 前 に コ ン マ が ある場合とな い場

合があるが, 両者の問 に意味的な違い はな い ｡ ただ し, コ

ン マ が ない場合は同時用法と形が全く同じに な っ て し まう

の で
, 発話者は w h e n 節の 中 で副詞句を前置したり, 要

素の倒置をしたり, ま た, 述 べ られ て い る状況が非常に劇

的 ･ 衝撃的なもの で あるよう に したり, 色々 工夫しなけれ

ばならない ｡ コ ン マ の な い形が コ ン マ の あ る形 より緊密感

が増して い る よう に感じられるの は, こ の よ うな工夫の多

さ の ためで ある｡

多く の文法書や教科書で は, 従属接続詞の働きを ｢ 主節 に従

属節を埋め込む｣ と い う文内の問題として 扱 っ て お り, 同時

用法の w h e n 節前置型と後置型の違い はさ ほ ど問題に して

い な い が
, 両者 の 間 に は大きな違いが ある｡ 特 に 同時用法

w h e n 節前置型の 文頭の w h e n で は , 先行する文や文脈との

関連を, 新 しい場面を展開するとい う形で , 保 っ働きの方が,

主節と従属節を結び つ ける働きよりも重要で あるよう に感じ

られる｡ ( 詳 しくは荻原(19 99) を参照｡)

こ の小論で は, 以上 の点を踏まえ, 接続詞 b e c a u s e に 関

して , 同様の観点から, どの よ うな ことが言えるかを探 っ て

み る こ と にする｡

1
. b e c a u s e 節の 分布 一 説明すべ き言語事象

原因
･ 理由を表す b e c a u s e 節 は, 文頭, 文中, 文末 の い

ずれ に も生じるが
,
そ の分布はかなり偏 っ て い る｡ Q u i r k ,

e t al . ( 1 98 5
,
15 .4 7) は , L o n d o n - L tl n d c o r p u s ( s p o k e n

t e x t s を 多 く 含 む) と L a n c a s t e r- O sl o/ B e r g e n c o r p u s
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( w ri t t e n t e x t s) か ら10 万語 の サ ン プ ル を選び , 理 由を表す

従属接続詞 a s
,
b e c a u s e

,
f o r

,
si n c e の 文中で の位置を比較

して い る｡

L L c o r p u s L O B c o r p u s
T o t al

( s p o k e n ) ( w rit t e n )

a S 7 1 9
.

26

i n itia l 2 9 ll

fi n a l 5 1 0 15

b e c a u s e 35 5 70 425

i n iti al 4 8 12

m e di a l 4 2 6

fi n al 3 47 60 40 7

f o r ( all fi n al) 0 6 4 6 4

S乙n C e 5 3 3 3 8

i n iti al 2 1 2 1 4

m e di a l 1 0 1

fi n al 2 2 1 23

文末 の サ ン プ ル しか な い f o r は別とし て , a s
,
si n c e が 文

頭と文末に ある程度 バ ラ ン ス 良く分布して い る の に対 し,

b e c a u s e は極端 に文末に偏 っ て い る｡ ( 約96 パ
ー セ ン トが文

末)

ち なみ に
, 手元 に あ る ア メ リ カ 英語 で 書か れ た小説

( A r th u r H a il e y , A i r p o r t , 1 96 8 年初版, ペ
ー パ ー バ

ッ ク版

で 約50 0 頁) の 最初 の20 0 頁 ( 語数 に し て約8 0 00 語) か ら

b e c a u s e の 例を拾 っ て み ると, 文頭の例がわずか 3 なの に対

して文末の例は3 3 あり ( 全体 の約9 2 パ
ー セ ン ト) , 同 じよう

に偏 っ た分布とな っ て い る｡ 数は数え て ない が, a s や w h e n

と い っ た他 の従属接続詞は文頭/ 文末の いずれ にも よく現れ

て お り, 対照的で ある ｡ ま た, 同 じ b e c a u s e で も b e c a u s e

o f と い う句の場合, 文頭 の例10 に 対 し, 文末 の例 7 と分布

が逆転して い る｡

b e c a u s e 節の分布が文末に偏 っ て い る理由はいく つ か考え

られる｡
一

つ は , b e c a u s e 節 は意味的に ｢ 理由｣ を示す場合

と ｢動機｣ を示す場合があり, ｢ 動機｣ を示す場合は, 強調

構文の 焦点の 位置に生じる ことが出来ない 等の 理由か ら,

非制限的関係詞節と同様, 非制限的用法と考え られ (中右

1 9 84-6 , 等) , 文末 に しか生 じ得な いと い う こと で ある｡ 上

で述 べ た小説における分布数の調査で は, ｢ 理由｣ と ｢ 動機｣

を区別して い な い の で , 必然的に文末の方が多くな っ て い る

と考えられる｡

もう
一

つ は
, ｢ 理 由｣ を述 べ る部分は, 意味的に は命題内

容の
一

部で あるため, 話者の心的態度の表明である モ ダリ テ ィ

が現れる位置､ すなわち文頭よりは, 命題 の
一

部 で ある こと

が は っ きりと分かる文末の位置の方が, 生 じる位置として は

自然で ある, と い う こ と で ある｡

｢ 理由｣ を示す b e c a u s e 節 は, ｢ 動機｣ を示す b e c a u s e 節

が非制限的用法なの に対し, 制限的用法と考えられる の で ,

そ の意味で は, 文末だけ でなく, 文頭 に生じて も, 意味解釈

上は ( すなわち, 命題内容の 理解と い う点で は) 問題を引き

起こさな い が, 文頭に 生じて い る b e c a u s e 節 は, 文末と い

う, より自然な位置をあえて はずして い るわけで あり, そ こ

に は話者の特別な意図が盛られ て い るはずで ある｡ こ の文頭

の 位置に生じて い る b e c a u s e 節 に込め られた話者の特別な

意図の内容を検証することが , 本小論の目的で ある｡

2
. 談話 モ ダ リ テ ィ に つ い て

中右 (19 84 -6) に よ れば, 文 の基本的意味構造は, 客観

的な意味内容である命題と主観的な意味内容である モ ダリ テ ィ

とから成る｡ また, モ ダリ テ ィ と はその文 の発話時 (瞬間的

現在時) に おける発話者の心的態度の こと であり, それ は文

の命題部分を作用域とする S ( s e n t e n c e) モ ダリ テ ィ と, 読

話を適切に構成するため に文間の ス ム
ー

ズ な連結を確保する

ことをそ の役割とする D (di s c o u r s e) モ ダリ テ ィ と に 区別

される｡ 例 えば, あ る文の書き出しとし て (6) の ようなも

の があ っ た とすると :

(6) a . C o n v e r s ely , id e ally , o u r c o m p a n y s h o u ld … .

b . 逆 に , 理 想的に は, 私 たちの会社は …
. す べ き だ.

こ こ で , 文 の最初の
"

c o n v e r s ely/ 逆 に
"

は前 の文と の つ な

がりを示す (確保する) 働きを持 っ て お り, D モ ダリ テ ィ の

例 で ある｡ 2 番目に 出て くる
"

id e a lly/ 理想的に ば
'

は , 発

話者の意見 ( 主観) で あり, そ の後 に続く命題を修飾して い

る の で S モ ダ リ テ ィ で ある｡ 最後の
"

o u r c o m p a n y / 私 た ち

の会社 ば
'

は主語で あり
, 命題の構成要素である｡

ま た
, 英語 で は

一

般 に , 文頭 に置かれる要素はそ の文の主

題, つ ま り伝達され る メ ッ セ
ー ジ を理解する際の基本的枠組

み
,
と見なされるo モ ダリ テ ィ や主題は本来, 談話の構造に

関わる概念で ある. 単
一

の 文 に関して もそ の モ ダリ テ ィ や主

題を論じる ことば可能の よう に思われるが, い かなる文であ っ

て も, 周囲の状況や先行する文脈と無関係に発せられる こと

はありえな い o そ の発せられる文がその時点に おい て , 広 い

意味で の文脈に照らし合わせ て ,
適切で ある ことを保証する

もの が, モ ダリ テ ィ で あり, 主題 で ある｡

ま た, 主題は, 先 に述 べ たよう に , 発話者が情報伝達の枠

組みとして自らの意志で選んだも の で あり, そ の意味で主観

的で あると言える｡ 従 っ て , 主題 は , そ れが文中の どの よ う

な要素であろうとも D モ ダリ テ ィ で あると言える｡ (6) の 例

で言えば, 主題は C o n v e r s el y で あ り, 発話者は ｢ こ れ に続

く内容はそれ以前の もの とは反対の内容に な っ て い る の で ,

その よ う に聞い て 理解して欲し い｣ とい う願い を述べ て い る

の で ある｡ こ れ はまさ に , 発話時にお ける発話者の心的態度

で あり
,
主観的なも の で あり, さ ら に は, それ以前の文 (文

派) とその 後に続く文との橋渡しをして い る こ とが明らかな

も の で ある｡
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談話 に お ける 接続詞 b e c a u s e の 働 き に つ い て

3
. 説 明

言及を簡単に するため に , 理由を表す b e c a u s e 節 の う ち,

文頭 に生じて い るも の を前位の b e c a u s e 節 , 文末 に生じ て

い る b e c a u s e 節 を後位の b e c a u s e 節と呼ぶ こ と に するが,

こ の両者の違いを論じて い る文法書は少なく, 同 じ従属接続

詞で ある si n c e や a s や f o r 等 と b e c a u s e と の 違 い を論じて

い るも のがばとん ど である｡ ま た, 両者 の違いを正面か ら論

じて い る山崎 (1 98 3) で も, その違 い の生じる原因を ,
主節

と従属節の意味内容や情報的価値とい っ たも の に求めて い る｡

こ れ らに共通して い るの は, ｢ 従属｣ 接続詞という名称の

通り, b e c a u s e の 役割は基本的に は従節を主節の
一

要素とし

て主節に結び っ ける こ と で あり, 従 っ て そ の結び付き の中で

の み接続詞 b e c a u s e の 役割は検証されうる, と い う考え方

であり, こ れ自体に は何の問題もない ｡ しか し, 前位と後位

の違い と いう こと に なると, 特 に前位の場合は, 文内だ けを

見て い るの で は不十分で あり , 先 に述 べ た談話 モ ダリ テ ィ や

主題と い っ た新たな視点を加える必要がある｡

で は
, 具体例を見て みる こと に し よ う｡ 次 の (7) は あ る

大学用の教科書から引用したも の で ある｡

(7) J a m e s D e a n w a s b o r
･

n in t h e f a r m i n g b elt of I n-

di a n a .
W h e n Ji m m y w a s 丘v e , his p a r e n t s m o v e d t o

L o s A n g els a n d s e ttl e d i n S a n t a M o n i c a ･ H i s m o th e r

di e d f o u r y e a r s l a t e r . B e c a u s e h i s f a t h e r c o u ld n o t

w o r k a n d t ak e c a r e o f hi m t o o , J i m m y w a s s e n t t o

li v e w it h a n u n cl e a n d a u n t b a c k i n l n dia n a . … …

(∫, M . V a r d a m a n
,
J r .

,
L e g e n d s , 松柏社. 文中イ タリ ッ

ク筆者)

こ の 部分をある学生に訳させ たと こ ろ ( 問題の b e c a u s e の

前の文から書くと) ｢ 彼の母親は4 年後に亡くな っ た｡ 冬草

なら, 彼の父 は働く ことが出来ず, 彼 の世話をする ことも で

きなか っ た の で ‥ … . ( 以下省略)｣ と い う訳に な っ たo

こ の訳は明らか に 間違い で あり, こ の 学生は b e c a u s e の

｢従属｣ 接続詞と して の役割を十分に理解して い なか っ た と

言えるが, あ る意味で は, 文頭に来る語句の役割を ( た ぶ ん

無意識で はあるが) 感じ取 っ て い たとも言える｡ と い う の は,

こ の前位の b e c a u s e 節を主節の後に移動した(8) は明らか に

不自然な感じを与えるから で ある｡ ( 問題 の箇所以外で の 不

自然さを出来るだけなくすた め , 主節の主語の Ji m m y を代

名詞に置き換え てある｡)

(8) … ‥ H is m o t h e r die d f o u r y e a r s l a t e r . H e w a s s e n t

t o li v e w i t h a n u n cl e a n d a u n t b a c k i n l n di a n a ! b e -

c a u s e h is f a t h e r c o uld n o t w o r k a n d t a k e c a r e of

hi m t o o ‥ …

従属接続詞 の ｢ 従節を主節の
一

部 として組み込む｣ と い う働

きか らすれば
, (8) は何 の問題もな い｡ が , 先行する文脈を

含め て全体の 中で眺め て みると, b e c a u s e 節が文頭にある の

と文末に ある の で は全く違 っ た印象を与え て い る こ とが分か

る｡

そ の原因が ど こ に あるかと いう と, 本来 の語順で ある(7)

を見れば分か る よう に , こ こ の くだり で は ｢ Ji m m y が イ ン

デ ィ ア ナ の叔父叔母夫婦の と ころに連れ戻された の は, 母親

が亡くなり, 父親も彼の世話をする ことが出来なか っ た ため

だ｣ と い う こ とを述 べ たい の だが , (8) の ような言い方をす

ると
,
Ji m m y が連れ戻されたの は ｢父親が働けず彼の世話

をすることが出来なか っ たの で｣ と い う こ とが大きな, そ し

て直接的な, 理由のよう に感じられ, 直前の母頼の死に つ い

て述 べ て い る文が
,
Ji m m y が 連れ戻された ことと関係がな

いか の よ うな印象を与えるから である｡ 先に述 べ た よ う に,

理 由を表す b e c a u s e 節 は命題内容の
一

部 で あり, 主節 の 内

容に制限を加えるもの で ある の で , こ の よ うな解釈になる の

は当然の ことと言える｡

こ れ に対 して (7) で は , 主節 の 内容に制限を加えると い

う意味で b e c a u s e 節 の働きは (8) の 場合と同じ で あるが,

そ れが主節の前に置かれ, 直前 の ｢Ji m m y が連れ戻された｣

こ と の 理由とな っ て い る出来事を述 べ て い る文と連続する形

に な っ て い るため
, (8) の よ う に , 母親 の死と父親の事情が

別個のもの として認識されずに ､ む しろ 二 つ の事情が関連し

たもの で あるよう に感じられる の で ある｡

以上の 観察から, 前位の b e c a u s e 節 に 関し て次 の ような

仮定を立て てみよう｡

(9) 前位の b e c a u s e 節が用 い られる場合とい う の は, そ の

前 に も b e c a u s e 節 の主節で述 べ られ て い る事柄に対する

理由があ る場合で あり, こ の b e c a u s e 節 は, そ う い っ た

複数の理由を結び つ け主節で述 べ られ て い る事柄に対する

理由として提示するとい う, 談話上の役割を担 っ て い る｡

つ ま り, 文頭 の b e c a u s e は , ｢ 先 に 理由を述 べ ま したが,

ま だ 理由は続きますの で, その よ う に聞い て い て下さ い｣

とい う話者の心的態度の表明であり, こ れがまさ に文頭の

b e c a u s e が有する談話 モ ダリ テ ィ で ある｡

以下, こ の仮定が正し いか どうか, 他の例 に つ い て検証し

て みる こと に しようo (1 0) は Q ui r k , e t a l . ( 19 85 . 14 .7) の

説明の文から の引用である｡

(10) T h e n o r m a l r a n e of cl a u s e t y p e s is a v ail a bl e f o r

m o s t n o n fin it e cl a u s e s
,
a s i n th i s s e t of t o-i n ifi n iti v e

cl a u s e s : ( 省略) B e c a u s e it i s
( ､

.ノ~
ヽ

_
′( し …

J
m

tic all y

e n e r a lly b o t h s y n t a c-

a n d s e m a n tic ally p a s s iv e ,

cl a u s e i s r e s t ri c t e d t o t h e f o u r t

t h e - ed p a r ticip l e

p e s of p a s si v e cl a u s e s .

( 以下省略) ( 下線筆者)

こ こ は n o n fi n it e cl a u s e の タ イ プと それが取りうる文型に

っ い て述 べ た箇所で ある｡ b e c a u s e 節の主節 (直下線部) で

言 い た い こ とば トed p a r ti ci p le の 場合は, 7 つ の 文型 の う
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ち (目的語を含む) 4 つ の文型に の み ( その生起が) 制限さ

れる｣ と い う こ と で あり, そ の 理由と して , b e c a u s e 節 で

r - e d p a r ti cip l e は統語的にも意味的にも受動態なの で ( っ

ま り目的語が関係して いる構文が元に な っ て い るの で)｣ と

い う こ とを述 べ て い る｡ た だ し こ れだ けで は理由として は不

十分で , そ の 前に , 書 き出しの 文で 述 べ られ て い る よう に

｢ n o n fi n it e cl a u s e は は と んどの タイ プ で 7 つ の 文型を取り

うる｣ と い う こ とを理 由そ の 1 ( あ る い は前提そ の 1) と し

て提示し て い る｡ つ ま り ｢ は とん どの n o n fin it e cl a u s e で

は 7 つ の文型全てを取りうるの だが, - ed p a r ticipl e の 場合

だけは, 元々受動態なの だから目的語を含む構文に しか生じ

得ず, 従 っ て 7 つ の う ち の ( 目的語を含む) 4 つ に( そ の生

起が) 制限される｣ と い う こ とを述 べ て い る の で ある｡

こ の例 で も, 文頭 の b e c a u s e を 挟ん で 二 っ の 関連する理

由 (波下線部) が述 べ られ ,
それ が全体と して b e c a u s e 節

の主節 (直下線部) の内容に対する理由として提示され て い

る こ とが分かる｡

次 の 二 っ は, 先 に b e c a u s e 節 の分布に 関し て調査の 資料

と した ア メ リ カ小説 A ir p o rt か ら の引用で ある｡ ( 同 じく下

線筆者)

(l l) A vi a ti o n
,
M el B a k e r sf eld h a d p oi n t e d o u t , w a s t h e

o n ly t r u ly s u c c e s sf u l i n t e r n a ti o n al u n d e r t a ki n g . It
V

t r a n s c e n d e d id e o l o gic al b o u n d a rie s a s w ell a s t h e

触 ･ B e c a u s e

m l n g li n g div e r s e p o p u l a tio n s

it , w a s a m e a n s o f i n t e r-

a t e v e r- di m i ni sh i n g c o s t ,

it o ff e r e d t h e m o s t p r a c ti c al m e a n s t o w o rld u n d e r-

d e v i s e d b y m a n . ( p .72)

(1 2) L i e u t e n a n t N e el
,
w h o w a s f u lfilli n g

m ilit a r y t r ai ni n g r e u l r e m e n t S ,

his p a r t - ti m e

h a d b e e n s e n t u p s o l o

f o r V F R I) r Ofici e n c v fl vi n ど. B e c a u s e h e h a d b e e n c a u _

ti o n e d t o d o o nl y l o c a l fly i n g l n a n a u t h o ri z e d a r e a

n o r t h w e s t of B alti m o r e
, p l a n h a d b e e n file d;

t h e r ef o r e
,
W a s hi n g t o n A i r R o u t e C e n t e r h a d n o

k n o w l e d g e t h a t t h e T-33 w a s i n t h e a i r . ( p ,
15 6)

(l l) は , 航空機産業が世界規模の 相互理解を可能に した

理 由とし て
,
地理的な境界だけで なく イ デ オ ロ ギ ー 的な境界

も越える ことを可能に したと いう こと, ま た料金がますます

安くなるの で様々 な人種の交流を可能に した, と い う こ と の

二 っ を述 べ て い る文章である｡ ま た (12) で は, 航空管理 セ

ン タ ー

に フ ラ イ ト計画が届け出られずに フ ラ イ トが行われ て

い る の は
, 有視界飛行の訓練で あり, なお か っ 限られた空域

で の飛行で ある ことがそ の理由である, と い うよ うな ことが

述 べ られ て い る｡ い ずれ も (10) の 場合と同様, 文頭の b e-

c a u s e を挟ん で 二 つ の 関連する理由 (波下線部) が述 べ られ
,

そ れ が全体とし て b e c a u s e 節の 主節 (直下線部) の 内容に

対する理由とな っ て い る｡ (l l) (1 2) と も b e c a u s e 節 を主節

の後に移して (13) (1 4) の よう に して みると, か なり奇妙な

感じ になり, (l l) (1 2) で は二 つ の 理由が意味の ある形で 結
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び っ けられ て い る ことが は っ き り分かる であろう｡ ( イ タ リ ッ

ク筆者)

(1 3) A v i a ti o n
,
M el B a k e r sf eld h a d p o i n t e d o u t , w a s t h e

o n l y t r u l y s u c c e s sf u l i n t e r n a ti o n a l u n d e r t a k i n g . It

t r a n s c e n d e d id e olo g l C al b o u n d a ri e s a s w ell a s t h e

m e r ely g e o g r a p h ic . It off e r e d th e m o s t p r a c ti c a l

m e a n s t o w o rld u n d e r s t a n di n g y e t d e vi s ed b y m a n ,

b ec a u s e it w a s a m e a n s o f i n t e r m in gli n g di v e r s e

p o p ul a ti o n s a t e v e r- di m i n is h i n g c o s t .

( 1 4) L ie u t e n a n t N e el
,
w h o w a s f u lfilli n g h is p a rt- ti m e

m ilit a r y t r a in i n g r e q u l r e m e n t S ! h a d b e e n s e n t u p s o l o

f o r V F R p r o fi ci e n c y fly i n g , N o fli g h t p l a n h a d b e e n

fil e d
,
b e c a u s e h e h a d b e e n c a u ti o n e d t o d o o n ly lo c al

fl yi n g l n a n a u t h o ri z e d a r e a n o rt h w e s t o f B alti m o r e ;

th e r ef o r e
,
W a s h in g t o n A i r R o u t e C e n t e r b a d n o

k n o w l e d g e th a t t h e T -3 3 w a s i n t h e a i r .

先に述 べ たよう に, b e c a u s e 節の 分布 (前位/ 後位) は非

常に偏 っ て お り, 前位 の b e c a u s e 節の 例はかなり少な い の

だが
,
そ の い ずれ もが

, (9) で 述 べ た ｢ 前位の b e c a u s e 節

( あ る い は文頭の b e c a u s e)｣ の 談話構成上の役割 (談話モ ダ

リ テ ィ) に関する仮定が正しい ことを示して い ると言えよう｡

さ ら に次 の例 は
, 仮定 (9) を間接的に支持して い ると考

えられる｡ ( イ タ リ ッ ク筆者)

(15) ‥ . … R i g h t n o w t h e r e a r e o n ly a r o u n d 80 0 f e m al e

w r e s tl e r s i n t h e e n ti r e U n it e d S t a t e s . M el o n y s a y s

t h a t s h e k n o w s m a n y g i rl s w h o w o u l d li k e t o w r e s tl e .

B u t- b e c a u s e th e y a r e oft e n t e a s e d a n d l o o k e d d o w n

o n
,
m a n y lo s e h e a r t a n d g iv e u p . (J ,

K n u d s e n
,
A m e r -

i c a n D r e a m
,
A m e ric a n R e a lit y , 南雲堂, p .2 3)

(16 ) … … L a s t w e e k i t ( a m e di c a l j o u r n al) c a m e o u t

w ith i n f o r m a ti o n cl ai m i n g th a t m a r lJ u a n a is u s ef u l

i n e a si n g t h e p a l m a n d n a u s e a o f s e ri o u s dis e a s e s lik e

c a n c e r a n d A I D S . P a tie n t s w h o s m o k e d m a r lJ u a n a

g o t i m m edi a t e r eli ef f r o m t h ei r di s c o m f o r t . B u t

b e c a u s e m a rij u a n a i s ille g a l i n A m e ric a (t h o u gh it is

w id el y a v ail abl e) , d o ct o r s a r e n ot all o w e d t o p r e s-

c rib e it . ( 同 , p p .26-7)

(1 7) ‥ … I n a r e s t a u r a n t
,
f o r e x a m p le , w hi c h l vi sit e d

s o m e ti m e s
,
t h e w ait e r ･s al w a y s w a r n t h e c u s t o m e r s

t h a t t h e t r a y s i n w hi c h t h e p iz z a s a r e c o o k e d a n d

b r o u g h t t o t h e t a bl e a r e v e r y h ot a n d th a t t h e y

s h o u ld t a k e c a r e n o t t o b u r n th ei r fi n g e r s . If t h e r e

a r e t h r e e c u s t o m e r s a t a t a ble t h e n t h e w a it e r w ill

r e p e a t t h e s a m e t h i n g t o e a c h c u s t o m e r , e v e n t h o u g h

a ll th e c u s t o m e r s h a v e h e a r d h i m s a y l t t O t h e fi r s t

p e r s o n . U n f o r t u n a t ely , b e c a u s e th e r e s t a u r a n t i s a

v e r y b u s y o n e , t h e w ait e r s s o m e ti m e s t a k e s o l o n g



談話 に お け る接続詞 b e c a u s e の 働き に つ い て

t o b ri n g t h e f o o d t h a t t h e p I Z Z a S a r e n o t h o t a t all!

E v e n t h e n th e y s till s a y t h e s a m e t h in g . ( A . ∫.

P i n n i n g t o n , I n s id e O u t , 三修社, p .1 5)

(15)
- ( 1 7) の 例は, い ずれも前位の b e c a u s e 節 を含むもの

で あるが, b e c a u s e が 文頭の 位置を占めて い な い と い う点で

これまで の例と違 っ て い る｡ そ して それぞれ の談話にお い て ,

b e c a u s e 節の 前に ある文で述 べ られ て い る内容は, い か なる

意味に お い て も, b e c a u s e 節が修飾し て い る主節で述 べ られ

て い る内容の理 由とはなり得て い な い ｡ す なわ ち, (15) で

｢ 多く の女の子が レ ス リ ン グをやりたが っ て い る｣ と い う こ

とば ｢多く の女の子が レ ス リ ン グ をあきらめ て い る｣ こと の

理由 にはなり得な い し, (16) で ｢ マ リ フ ァ ナ を吸う こと に

よ っ て病気に よるひどい苦痛から解放され て い る｣ と い う こ

とは ｢ 医師が マ リ フ ァ ナ を処方することが許され て い な い｣

こ と の 理由に はなり得な い ｡ ま た (17) で ,
｢ ウ エ イ タ ー が

全て の客に同じ注意を促す｣ こ とは ｢冷めた ピザが テ
ー ブ ル

に運ばれる｣ こ と の 理由とはなり得な い の で ある｡

こ れ らの例 にお い て , 前位 の b e c a u s e 節 が ある に もかか

わ らず, (9) で 述 べ たような b e c a u s e の 働きが な い の は,

b e c a u s e そ の も の が文頭の位置を占めて おらず, 従 っ て そ の

固有の談話 モ ダリ テ ィ を持ち得な いからに他ならな い ｡ (1 5)

(16) で 話者 の心的態度を示すの は等位接続詞のb u t で あり,

(17) で は文副詞の u nf o r t u n a t ely な の で ある ｡ (l l) (12)

の 前位の b e c a u s e 節 を後位に置き換えた (13) (1 4) が奇異

な感じを与える のと対照的に, (1 5) - (1 7) の 前位の b e c a n s e

節を後位に置き換えた(1 8) - (20) が ( 情報的価値という点

は別として) ごく自然な感じを与える ことが それを示して い

る｡ ( イ タリ ッ ク筆者｡ 置き換え に際して
一

部省略してある｡)

(1 8) . . . … R i g h t n o w t h e r e a r e o n ly a r o u n d 8 00 f e m al e

w r e s tl e r s i n t h e e n ti r e U nit e d S t a t e s . M el o n y s a y s

th a t s h e k n o w s m a n y g i rls w h o w o u ld lik e t o w r e s tl e .

B u t m a n y l o s e h e a r t a n d g i v e u p , b e c a u s e t h e y a r e

oft e n t e a s e d a n d l o o k e d d o w n o n .

(19) . … ‥ P a tie n t s w h o s m o k e d m a rij u a n a g o t i m m e di a t e

r eli ef f r o m t h ei r di s c o m f o r t . B u t d o c t o r s a r e n o t all-

o w e d t o p r e s c rib e it , b e c a u s e m a rij u a n a is ille g al i n

A m e r ic a ( t h o u g h it i s w id e ly a v ail a ble) I

( 20 ) . . … If t h e r e a r e t h r e e c u s t o m e r s a t a t a ble t h e n

th e w ait e r w ill r e p e a t t h e s a m e t hi n g t o e a c h c u s t o m e r ,

e v e n t h o u g h a ll t h e c u s t o m e r s h a v e h e a r d hi m s a y it

t o t h e fir s t p e r s o n . U n f o r t u n a t ely , th e w ait e r s s o m e -

ti m e s t a k e s o l o n g t o b ri n g t h e f o o d t h a t th e p i z z a s

a r
･

e n o t h o t a t a ll
,
b e c a u s e t h e r

･

e s t a u r a n t i s a v e r y

b u s y o n e . E v e n t h e n t h e y s till s a y t h e s a m e t hi n g .

以上 の観察は これま で とは逆の意味で , (9) の 仮定が正しい

こ とを示す
一

つ の 証拠となる で あろう｡

4 . おわりに

本小論で は荻原 (1 99 9) で 検討された従属接続詞 w h e n が

有する談話 モ ダリ テ ィ を ふ まえ, 前位の b e c a u s e 節 ( と り

わ け文頭の従属接続詞 b e c a u s e) が 有する談話 モ ダリ テ ィ に

つ い て
,
そ の内容を検討してきた｡ そ の結果として , 文頭の

w h e n は ｢ 談話に新し い場面が導入されますよ｣ と いう話者

の 聞き手に対するサイ ン で あり, 文頭の b e c a u s e は ｢ 先 に

理由を述 べ ま したが ,
ま だ理由は続きます の で , そ の よう に

聞い て い て下さ い よ｣ と い う話者の サイ ン で ある ことが, そ

れ ぞれ示された｡ 気を つ けなければ い けな い の は, これ らの

サ イ ン は, ｢ 従属接続詞｣ と い う名称か ら
一

つ の 文の 内部だ

けを見て い たの で は分からな い もの で あり, また, 辞書や文

法書に も書かれ て い な い類 のも の で ある, と い う こ と で ある｡

今 日の英語教育で は上手に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を はかる こ

とを何よりも重要と考えて いるが , 話者が そ の発話に対し て

抱 い て い るJL ､的態度を知る ことは, コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を成

功させるための第
一

歩とさえ言えよう｡ そ の意味で は, 談話

の構成に関する諸原理が今よりもも っ と教室で教えられなけ

ればならな い し, その ために , 談話 モ ダリ テ ィ を担 いうる代

表的な語句の 一

つ
一

つ に つ い て , 本小論で行 っ た よう に , そ

の固有の性質 ( サ イ ン の 内容) を明らか にし て い く ことは,

大変意味が ある ことの ように思われる｡
1

注 1 : 本文中で , b e c a u s e 節 の分布の偏り に つ い て , ア メ リ

カ の ある小説か ら の統計を示した際, b e c a u s e of に つ い て

も数値だ けを提示して お い たが ,
b e c a u s e of の 場合は ,

b e c a u s e 節の場合ほど, そ の談話 モ ダリ テ ィ の 内容は単純で

はな い よ う に思われ る｡ そ の 内の いく つ かを以下に引用して

おく ｡ ( イ タ リ ッ ク筆者)

( a) I n a m i n u t e . I w a s j u s t g oi n g t o t ell y o u - b e c a u s e

of t h e s t o r m I m a y n o t b e h o m e t o n i g h t . T h e r e
'

s a

l o t h a p p e n i n g a t t h e a i r p o r t ‥ ‥ ‥ ( p .1 9)

(b) W e c a n r o u t e y o u di r e c tl y , si r , b u t w e d o n
'

t k n o w

w h e n . B e c a u s e of t h e w e a th e r , t h e lo n g e r w a y w ill

b e f a s t e r a n d t h e f a r e i s t h e s a m e .( p .21)

( c) S h e lis t e n e d i n sile n c e t o M el
'

s e x p l a n ati o n
-

w h y

it w a s e s s e n ti al b e s h o u ld r e m ai n a t t h e a l r p O r t .

B e c a u s e of t h e l a c k of a r g u T n e n t , W hic h h e h a d n o t

e x p e c t e d , h e f o u n d hi m s elf fl o u n d e ri n g , w ith l a b o r e d

e x c u s e s n ot w h oll y c o n v i n ci n g t o hi m s elf . . . . . .( p p .1 78 -9)

(d) T h e i m p o r t a n t t hi n g a b o u t all t h e s e in s u r a n c e

p o lici e s is t h a t th e y g o t h r o u g h c h a n n els . T h e a p p li-

c a ti o n s a r e h a n dle d b y e x p e r i e n c e d p e o pl e ; a d a y o r

s o ela p s e s b e t w e e n a n a p p li c a tio n a n d t h e i s s u a n c e

of t h e p oli c y .
B e c a u s e of t hi s , t h e r e i s a f a r b e tt e r

c b a n c e of t h e p s y c h o ti c , t h e m a n i a c , t h e u n b al a n c e d

i n di v id u al b ei n g n o ti c e d , hi s i n t e n tio n s q u e s ti o n e d .

(p .1 9 2)

- 8 7 -



( e)
"

T h e r e a r e s e v e r a l p oin t s w e o u g h t t o t hi n k a b o u t ,
"

M el c o n tin u e d .
"

F ir s t
,
1e t

'

s f a c e u p t o t h e f a ct t h a t

m o s t p e o p le h a v e al w a y s b a d a n i n h e r e n t f e a r of fly-

1 n g , a n d I
'

m c o n vi n c e d t h a t f e eli n g w ill al w･a y s e x is t ,

n o m a t t e r h o w m u ch p r o g r e s s w e m a k e , a n d h o w e v e r

m u c h w e i m p r o v e o u r s af e t y r e c o r d . .
‥ …

"

H e w e n t

o n : B e c a u s e of this i n h e r e n t f e a r , m a n y p a s s e n g e r s

f elt m o r e c o m f o r t a ble
,
m o r e r e a s s u r e d

,
w it h ai r

･

t rip

i n s u r a n c e . ( p .
1 9 3)

引用が長くなり過ぎるため十分な文脈を示すことが出来ない

が
,

一

般的な印象とし て述 べ るなら, b e c a u s e o f が文頭 に

用 いられ て理由を示す場合, そ の 理由は前 に既 に ど こか で述

べ られ て い るも の で あ っ て , b e c a u s e o f は再度そ の理 由を

明示して , 次 に話を続けて い く働きをし て い るよう に思われ

る｡ ( a) (b) は , 悪天候の ため空港で様々 な ト ラ ブ ル が生じ

て い る状況で の話 で あり, th e s t o r m とか tb e w e a t h e r と

か は, 既 に何度となく ( い ろい ろな ト ラ ブ ル の) 理由と して

登場して い るもの で ある｡ ま た(c) で は, 前の文で彼女が黙 っ

て 聞い て い たと い う こ とが述 べ られ て おり ,
th e l a c k o f

a r g u m e n t は そ の こ とを言い換えた ようなも の で ある｡ (d)

( e) で は
,
b e c a u s e of 句の 中にthis と い う先 に出て きて い る

もの を指し示すは っ きりした語があるが, こ の よ うな表現の

仕方は b e c a u s e of に は多く見られる｡

こ れ に対して , b e c a u s e of が 文末に置かれ て い る場合は,

既 に出て きた理由を再度明示すると いうような用法は見られ

な い｡ ( イ タ リ ッ ク筆者)

(∫) T h i s r u n w a y w a s a l m o s t t w o 皿il e s l o n g a n d a s

w id e a s a s h o r t cit y bl o c k; a n a ir p o r t j o k e cl a i m e d

t h a t o n e e n d c o u ld n o t b e s e e n f r o m t h e o t h e r b e c a u s e

o f th e e a r t h
'

s c u r v a t u r e . ( p .6 2)

(g) T h e L i n e w a s m o v i n g f a s t - cl o s e t o f o r t y m il e s

a n h o u r i n s t e a d o f it s u s u a l t w e n t y-fi v e . T h e l e a d e r

h a d p r o b abl y s p e e d e d u p b e c a u s e of t h e e x p e c t e d L u i n d

s h if t a n d t h e n e ed t o h a v e t h e r u n w a y o p e n s o o n .

( p .6 5)

(h ) M el w a n t e d t o l a u g h o u t l o u d . C bi n d y did n
'

t k n o w .

A s us u al
,
s h e h a d ch o s e n t o w o r k f o r a c h a r it y b e

-

c a u s e of w h o w a s i n u ol u ed , r a t h e r t h a n w h a t . ( p .8 0)

(i) T o n i g h t , b uff e t ed b y t h e s t o r m , a n d fly i n g s olely

o n i n s t r u m e n t s w it h n il visibilit y o u t sid e t h eir c o c k-

pit s , d e m a n d s u p o n th ei r sk ill w e r e m u ltip lie d . M o s t

pil o t s h a d al r e a d y fl o w n e x t r a ti m e b e c a u s e of d el a y s

c a u s e d b y h e a v y t r a ffic; n o w t h e y w o uld h a v e t o st a y

e v e n l o n g e r i n t h e a ir . ( p .8 8)

(j) T h e U n it e d S t a t e s S u p r e m e C o u r t , h e w e n t o n , h a d

al r e a d y s e t a p r e c e d e n t . I n U .S . Ⅴ . C a u s b y t h e c o u r t

r ule d th a t a G r e e n s b o r o
,
N o r t h C a r o li n a

,
c h i c k e n

f a r m e r w a s e n title d t o c o m p e n s a ti o n b e c a u s e of

"

i n v a si o n
"

b y m ilit a r y p l a n e s flyi n g lo w a b o v e h is

h
r
o u s e . (p .10 4)

い ずれ の場合も, b e c a u s e o f に よ っ て 提示され て い る理 由

は, そ の時初めて 出てきた新しい もの で ある｡

以上 の こ とから, b e c a u s e o f が 文頭 に生じて い る場合の

談話 モ ダリテ ィ は ｢ 既 に述 べ た こ と ( 理由) ですが, もう
一

度 こ こ で確認しますか ら, よく聞い て下さ い｣ とい っ たよう

なもの だと考えられるが, もう少し多くの例に つ い て調 べ て

みる必要がある よう に思われる｡
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